
昭和61年度日本気象学会秋季大会
●

シンポジウム「黄砂」の報告

●

　昭和61年度日本気象学会秋季大会のシンポジウムは，

黄砂がテーマに取りあげられた．シンポジウムの進行は

高木増美教授（名古屋大学）がつとめ，

　　村山信彦（衛星セソター）：黄砂の舞い上りとその輸

　　　送

　　荒生公雄（長崎大学）：日射観測からみた黄砂

　　岩坂泰信（名古屋大学）：黄砂粒子の輸送と輸送途中

　　　で見られる物理・化学的変化

が，話題提供された．さらに，コメソトが，

　　中島映至（東北大学）：黄砂の放射特性

　　田中豊顕（気象研究所）：氷晶核としての黄砂粒子

のようにつけられた．

　シンポジウムのタイトル職黄砂”は，名古屋大学水圏

科学研究所の小野晃教授がコンビーナーとなって準備さ

れたものであり，シンポジウムのはじめに小野教授より

、黄砂がテーマに選らばれた経緯や，各演者の話題をど

のように聞いたら楽しくなるか”イソト・ダクショソが

与えられた．テーマを決める途中では，rザ・黄砂」と

言う案もあったとかで，地元の企画関係者の意気込みが

感じられた．

　トップバッターの村山さんは，都合が悪く代理の方の

講演であったが，rいかにして黄砂粒子が大気中に舞い

上るのか？」という古くからの間題についてレヴューさ

れた．今日でも，黄砂の発源地とおぼしき所での調査は

まだまだ行ぎとどいておらず，地表面わずか数ミリメー

トルで論じられる現象と粒子が6kmも7kmも舞い上

って行くスケールの現象を統一的なイメー・ジをもって理

解するには多くの研究がこれから先も必要のように思わ

れた．

　荒生氏の発表は，最近気象集誌に発表された論文をも

とに行われた．スライドにうつし出された長崎市内の影

色を示しながら，rこの山が見えなくなると，気象台の

方でも黄砂ありと報告されることが多いのでありまして

……」と言われるのを開いていると，氏の地の利を生か

した研究材料が黄砂であるというのが実感としてうなず

ける．氏の研究のポイントは，全国各地の気象台の日射

観測データをもとに，黄砂粒子の列島スケールの分布や

輸送量を見積もったものであった．

　地元の岩坂氏の発表は，黄砂の化学反応や物質循環に

視点をおいたもので，最近の観測に材料をもとめたもの

であった．水圏研グループが観測した黄砂は，ハワイで

も観測され，しかもr太平洋上に舞いおりた黄砂粒子は

プランクトンの餌食となりやがてフンに混って海底に急

速落下する」と言う下りでは会場の笑いをさそってい

た．ひとたび化学物質と言う視点を持ち込むと，最近の

CO2やオゾンの研究でも同’じだが，関連する領域がひろ

がって行き，思わぬ所にぶつかるのはおもしろい現象で

ある．

　コメントをつけられた，中島，田中両氏の講演は，コ

メソトと言うより独立の講演として開いて良いもりのよ

うに思われた．中島氏のものは，内外の研究をレヴュー

され，リモートセンシングに話がおよんだ．田中氏の発

表は，氏自身の観測や実験で得られた結果を材料に使わ

れ，古くからスタートしたr黄砂粒子の氷晶核としての

ふるまいに関する研究も，一段と精緻なものになりつつ

あるフェーズを迎えている」ことがうかがえた．

　講演のあとの討論では，リモートセンシング法あるい

は，受信信号の解釈と言った点に集中した感があった．

黄砂時期に，黄砂の中に混って（P！）自由に観測出来な

いという現状を考えると，リモートセンサーにかける期

待はまだまだ大きい．このような事情を反映した討論の

如く見えた．

　今回のシソポジウムでは，シンポジウムの予稿集をあ

らかじめ配布し会員各位がスムースにシンポジウムに参

加出来るよう試みた．ネライがうまく行ったか否かは調

査していないのでなんとも言えないが，黄砂シンポジウ

ムを企画した側の熱意を感じとっていただければ望外の

よろこびであります．

　　　　　　　　　　　　黄砂シソポジウム企画委員会

　　　　　　　（コソビーナー：小野　晃　名大水圏研）
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